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第 1633 回例会報告           令和２年２月２７日（木）晴れ 

NO.1633 

会長挨拶 

副会長 小口直久 

会長代行挨拶 

本日は報告を兼ね会長代行の挨拶をいたします。 

まず今流行のコロナウィルスの影響により、３月７

日に行われるはずだったインターシティーミーティ

ングが中止となりました。 

あと、毎年３月末に参加しておりました白馬ロー

タリー主催のスキーの集いもこの影響で中止となり

ました。今年は愛知、京都、大阪、静岡から留学生

４００名が集まる今までで最大規模のイベントでし

たが残念ながら中止となってしまいました。 

ロータリー関連だけではなく、現在いろんな行事

がこの影響により中止になっております。この影響

で経済的にも厳しい状況に置かれているのは間違

いありません。一刻も早く収束に向かい、普段通り

のロータリー活動、経済活動に戻ることを望みたい

ものです。 

話は変わりますが、２月は岡谷ロータリークラブ６

０周年、岡谷エコーロータリークラブ３０周年の記念

式典に西澤会長とともに出席してきました。 

岡谷ロータリークラブの記念式典は、友好クラブ

の台湾の捕里
ほ り

ロータリークラブ２０名が参加し、オ

ープニングから岡谷太鼓の演奏による華やかな式

典でした。 

岡谷エコーロータリーの記念式典は、まず１時間

程度の歴史を含めた記念事業の発表会がありまし 

た。この式典に向けた記念事業を含め、３０年間

積み上げてきた素晴らしい事業の報告でした。 

今回式典の中で岡谷エコーロータリークラブ賛

歌の発表があり、シンガーソングライターの生演奏

も祝賀会を盛り上げていました。 

今期は我が諏訪湖ロータリークラブも、３５周年

の節目の記念式典を終え、３クラブそれぞれが素

晴らしい周年の年を迎えていることを確信いたしま

した。 

節々で自分たちの軌跡を振り返り、現在の立ち

位置を再確認することで、これからの進むべき展望 

も開けてくるのではないでしょうか。 

我がクラブも４０周年に向け、会員全員で日々の

ロータリー活動に取り組んでいきたいと改めて思い

ました。 

◇幹事報告◇ 
【報告事項】 

１） ＩＭの中止が中止になりました。従って 3月第2

週例会は例会がすべてありません。 

２） 青少年育成基金の支給の連絡が来ました。5

月までの里山整備に使用する予定です。 

この後新型コロナウィルス

の流行により相次いで例会

などが休会となりました。 

皆さま健康にご注意くださ

い 

♪ 今 週 の こ と ば

会員数 38人 4名 10000円

出席対象 37人 累　計 392000円

出席者数 20人 目標額 60万円

出席率 56.80% 達成率 65.30%

前回修正 45.70%

♪出席報告 ♪ ニ コ ニ コ Ｂ Ｏ Ｘ

平 山 先 生 、 小 笠 原 先 生 な に と ぞ 安 心 す る 診 断 を お 願 い し ま す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御子柴文夫
本日は西澤会長仕事のため欠席となり会長代行をつとめさせていただ
きます。よろしくお願いします。
小笠原会員　健康診断ありがとうございます。　平山会員　本日は卓話を
よろしくお願いします。
皆様も健康には十分留意してください。　　　　　　　　　小口直久
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健康診断と健康卓話 

職業奉仕委員会 

本日は小笠原会員による健康診断と、平山会員

による健康卓話が行われました 

 

間違いなく病気もちなのに、なんだか、にこやか

でうれしそうな健康診断でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

唯一真剣な北原直前会長！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康卓話「フレイルとは」 

平山隆雄勇会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康卓話は平山会員でした。 

あいかわらずユーモアあふれる卓話でしたが、後

期高齢者としては身につまされるお話でした。しか

し当クラブには岩村会員、尾上会員という超元気な

会員がおられますので、大丈夫だろうと勝手に思

ったりもします。これがいけないんですよね。 

“身につまされる”は他人の不幸や失敗などの悪い話が、ま

るで自分の身にも起こっているかのように切実に共感し

てつらくなる、という意味です。見聞きしたことに対して

“人ごとではない”と感じたときに使います 


